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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名
大和興発株式会社
代表取締役　小瀬　裕成

（２） 所在地
（本社・工場） 〒661-0965　兵庫県尼崎市次屋3丁目3番3号
　　　

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 課長　 　小瀬　真裕美　　TEL:06-6499-3797
担当者 　小瀬　真裕美　　堂園　莉菜
　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX：***-***-****

（４） 事業内容
スプリンクワッシャーの製造・販売

（５） 事業の規模
売上金額 341百万円（2022年度）
主要製品生産量 重量）352トン 　個数）10億4178万1千個  （2022年度）

（６） 事業年度 6月～翌年5月

□認証・登録の対象範囲

登録組織名： 大和興発株式会社
対象事業所： 本社・工場
対象外　： なし
活　動： スプリングワッシャーの製造、販売

①　取組の対象組織・活動

            　  　FAX:06-6499-4875
              　　E-mail:sales@daiwasher.co.jp

 http://daiwasher.co.jp

本社・工場

従業員　　　　　 15名

延べ床面積　　　 995.2㎡

敷地面積　　　 1214㎡
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（本社）

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の運用管理

環境事務
局4名

②　大和興発株式会社　実施体制図及び役割・責任・権限表

環境管理
責任者

代表取締役

ＣＳ課　1名

製造部
部門長

　5名 5名

全従業員

管理部

管理部長

業務部
部門長

社長

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営活動の実績集計

・環境経営レポートの確認、公開（EA21中央事務局HPからの公開）

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営に関する統括責任
・環境管理責任者を任命

・代表者による経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

部門長

・環境経営方針の策定・見直し

役割・責任・権限

環境管理責任者
・環境関連法規制等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの作成

・環境管理責任者の補佐

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、

・特定された項目の手順書作成
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成
・緊急事態対応手順のテスト、訓練などの記録の作成

環境事務局

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

4



１ ．

２ ．

３ ．

４ .

５ ．

６ ．

７ ．
 

制定日：
改定日：

本方針を全従業員に周知徹底します。

③   環 境 経 営 方 針

 当社は、スプリングワッシャーの製造・販売を主とする事業活動において、
自主的・積極的に環境負荷の低減を図るため、全社員一丸となり環境への取組と
継続的改善に努めます。

二酸化炭素排出量の削減を推進します（電気、ガソリン、軽油)。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

廃棄物排出量の削減を推進します。

働きやすい職場環境を目指すとともに、製造工場の塵埃発生を低減
社外への排出を抑制します。

使用水量の削減を推進します。

2021年8月5日
2017年8月25日

　大和興発株式会社
 代表取締役　小瀬　裕成

地域社会との協調のため工場周辺の定期的清掃を実施します。
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（１）目標
0.95

kg-CO2 65,910 65,566 65,223

対基準 △4% △4.5% △5％

kWh 195,594 187,770 186,792 185,814

kg-CO2 65,328 62,715 62,389 62,062

対基準 - △4% △4.5% △5％

L 1,188 1,140 1,135 1,129

kg-CO2 2,758 2,648 2,634 2,620

対基準 - △4% △4.5% △5％

L 217 208 207 206

kg-CO2 569 547 544 541

対基準 - △4% △4.5% △5％

kg 258 248 246 245

対基準 - △4% △4.5% △5％

kg 4,520 4,339 4,317 4,294

対基準 - △4% △4.5% △5％

㎥ 368 353 351 350

対基準 - △4% △4.5% △5％

㎎/㎡ 0.08 0.08 0.08 0.08

- 現状維持 現状維持 現状維持

注１）
注２）

④　環境経営目標

　電力使用量削減

2.62434

12回 12回

Ⅱ．廃棄物排出量

68,656

一般廃棄物削減

0.334

　産業廃棄物削減

ガソリン使用量削減

2.32166

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

2023年度
2018年度
基準年度

　　　　　　　　年　度
　　項　目

Ⅲ．使用水量の削減

12回

軽油使用量削減

都市ガスは、微量のため二酸化炭素排出量に含めない。

12回

2025年度2024年度

電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度関西電力実績値の
調整後排出係数0.334kg-CO2/kWhを使用。

Ⅳ.
製造における塵埃社外
排出抑制

Ⅴ. 地域美化活動 回/年

※化学物質は使用していない
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・分別によるリサイクルの推進　継続
産業廃棄物の削減

・効率的な移動　継続
・分別によるリサイクルの推進　継続

⑤　環境経営計画

取組計画 取組項目
二酸化炭素排出に関わる、電力使用量・ガソリン使用量
・軽油使用量の削減

電力使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

・急加速・急停車の防止　継続

・ミスコピーの防止・裏紙使用　継続

・空調温度の適正化（各部署で決定し掲示）継続
・加熱炉の空転防止　継続

ガソリン使用量の削減

・不要なアイドリングストップ　継続

一般廃棄物の削減 ・議事録の電子化　継続
・計量　継続

軽油使用量の削減

・紙ウエスの適正使用　継続

・不要なアイドリングストップ　継続

・不要照明の消灯　継続
・集塵装置の適正運転　継続
・太陽光の設置

・急加速・急停車の防止　継続
・効率的な移動　継続

製造における環境配慮

地域美化活動

・塵埃量測定　継続

使用水量の削減
・過度な梱包あればやめてもらう
・パレットの再利用による木くず削減　継続

・清掃時・手洗い時の節水　継続
・塵埃量抑制　継続

・工場周辺の定期的清掃実施　継続
・隣接地境界線除草、清掃　継続
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2021年度
2022年度

※2022年8月より太陽光設置。
年間使用量の内38,215kWhは太陽光発電。

年間生産個数 使用電力/個
0.000141ｋWh
0.000159ｋWh

⑥　計画の実施

目標設定書通りには進めていたが、目標達成していない項目もある。その
中で一般廃棄物は前年まで工場周辺の清掃分を含んでいなかったが、今
年度より草抜きしたゴミも計量した結果増加した。

年間電力使用量
181,353ｋWh
165,672ｋWh

1,277,843,000個
1,041,781,000個
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2022年度（2022年6月～2023年5月）実績
0.965

基準
目標 実績 対目標

達成度
評価

kWh 195,594 188,748 127,457
kg-CO2 65,328 63,042 42,571
kWh 38,215
L 1,188 1,146 1,293

kg-CO2 2,758 2,662 3,002
L 217 209 58

kg-CO2 569 550 152

㎥ 351 339 715 47% ×

※評価　〇…100％以上　△…90％～100％未満　×…90％未満

○×

66,253 145%

　　　　　　　　年　度
　　項　目

太陽光発電分

2018年
度

基準年度
▲3.5％

2022年度 ％

0.334
電力使用量削減

114%

×2.32166

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　軽油使用料削減
361% 〇2.62434

45,725kg-CO2 68,656

　ガソリン使用量削減
88.7%

〇

〇

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物削減

kg 258 249

0.08 0.06

36% ×

　産業廃棄物削減 kg 4,520 4,362 590 739% 〇

689

Ⅰ　製造ロットを大きくし、効率化を進める。
Ⅱ　廃プラ削減強化
（2023年4月より尼崎市の分別強化にともない、廃プラが増える恐れあり）

⑦　環境経営目標の取組結果

[次年度の取組内容]

133% 〇

Ⅴ．地域美化活動
回 12 12 12 100% 〇

Ⅲ．使用水量の削減
Ⅳ.製造における環境
配慮（塵埃量）

mg/㎥ 0.08
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⑧　環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

適用される法規制 遵守すべき要求事項

廃棄物処理法

①産業廃棄物処理業者との書面契約内容の確認
②業者の許可の確認
③マニフェスト交付と管理
④保管場所の掲示板設置
⑤産業廃棄物管理票交付状況報告書提出

消防法
①火災報知機の定期点検　　②火災訓練の実施
③災害時のマニュアル作成　④記録の保持

資源有効促進法 パソコン・テレビ等を正しく処分

環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情や関係当局からの違反等の指摘
も過去３年間ありませんでした。

騒音規制法 ①第3種地域騒音規制基準の遵守

フロン排出抑制法
①フロン類使用エアコンの定期点検の実施（記録・
保存（廃棄後3年）及び廃棄時フロン回収義務）
②定期チェックシート記録の維持
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⑨　代表者による全体評価と見直し・指示

2023年7月12日

全
体
評
価

項目 評価の内容

環境への取組は適切に
実施されているか

一般ゴミの正確な計量も実施。その結果を電力
使用量と共に毎月報告し、食堂にも貼付し皆の
意識が以前よりも高まった。　5S活動は来期も引
続き継続する。

環境経営システムが有効に機
能しているか

機能していると考える。

見
直
し
・
指
示

今般原材料やエネルギー全般が高騰し続ける中、太陽光発電導入は弊社
製品をより安価な製造コストに出来、絶好のチャンスとなった。更にEA21報
告によりスタッフ全員のエネルギー事情の関心度が増したのも大きな成果
（チャンス）である。　今後この有利さを無駄にしないためにも2つの大きな課
題を全うしなければならない。一つは製造ロットを大きくまとめて計画する事
で、材料・電力・時間の浪費を最小に抑える。二つめは、夏期空調を最小限
に抑える業務時間考慮を検討する。

対象
変更の有
無

環境経営方針

環境経営目標
環境経営計画

実施体制

□有/■無

□有/■無

■有/□無

　　　　　　　大和興発株式会社
　　　　　　　代表取締役　小瀬　裕成

見直しの内容・指示

メンバー変更（増員）
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2022年8月より太陽光発電システム導入！

2022年8月に太陽光の設置完了した。オレンジの部分が太陽光での電力使用分

2022年度新たな取り組み
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